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「仙台市DX推進計画2024-2026」中間案に関する 
パブリックコメントの実施結果について 

 

○ 意見提出件数 

23件（４人・１団体） 

【意見の分類及び件数内訳】 

意見の分類 件数 

（1）計画全般に関する意見 ８件 

（2）個別の取組に関する意見 ８件 

（3）その他の意見 ７件 

計 23 件 

 

○意見の概要と本市の考え方 

（１）計画全般に関する意見 

No 意見の概要 本市の考え方 

１ 素晴らしい計画だと思う。ぜひ実

行してほしい。 

私は英語やITは苦手なので、仙台

市が考えるDXとは何かを日本語で

説明してほしい。 

本計画において、DXとは、「デジタル

技術による変革」と表現しておりま

す。 

デジタル技術を取り入れることにと

どまらず、それに合わせて制度や組

織の在り方を見直し、「ひと」と「近

く・濃く」ふれあうことのできる市役

所への変革を目指します。 

２ D（デジタル）とX（トランスフォー

メーション）を明確に分けて記載

すべき。 

３ DXのメリットは多く語られている

がデメリットを教えてほしい。 

デジタルになじみの薄い市民にとっ

ては、デジタル技術の導入による手

続やサービス提供手法の変更による

恩恵を実感しにくいことが懸念され

ます。 

本計画の実施に向けては、そうした

ことがないように、「誰にも優しいデ

ジタル化」に取り組んでまいります。 
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No 意見の概要 本市の考え方 

４ 行政のDXは非常に大事な取り組み

ではあるが、計画の掲載の範囲が

行政のデジタル化のみであり、令

和３年６月策定した推進計画に比

べトーンダウンしている印象を受

ける。 

仙台市DX推進計画における、現時

点での行政のデジタル化・まちの

デジタル化の進捗状況と今後につ

いて、明確にするべき。 

本計画は、「ひと」を中心に据えなが

ら暮らしやすさの実現と新たな価値

の創出につなげるDXを「Full Digital

の市役所」と表し、これを目指すべき

将来像として掲げ、市民と市役所と

のかかわりを変革していくための具

体的な取組みに重点を置き、そのロ

ードマップを示すものとして策定を

進めております。 

このことから、都市としての利便性

と地域の豊かさとの融合、持続可能

な環境・社会・経済の構築といったス

マートシティの実現の基盤となる

「データの利活用」やその恩恵を多

く市民にもたらす「誰にも優しいデ

ジタル化」といった、行政が行うべき

取組に焦点を当てて掲げようと意図

したところでございます。 

５ デジタル化により、データ漏えい

やプライバシー侵害のリスクが高

まる可能性がある。 

DXの推進にあたっては、個人情報保

護をはじめとした情報セキュリティ

対策が一層重要になるものと認識し

ております。 

安全安心なサービスを提供するた

め、外部の専門家の知見も取り入れ

ながら、技術的な対策・セキュリティ

研修の実施・事故発生時の対応強化

など、強靭な情報セキュリティの確

立に努めてまいります。 

６ デジタル技術の導入にあたる初期

投資や維持管理費用のため、税金

や公共料金の増加につながる可能

性がある。 

デジタル技術の導入等においてはシ

ステム改修や維持管理に一定の費用

が生じる場合もありますが、デジタ

ル技術を活用した業務の効率化・集

約化により生み出した人的・物的な

資源を、新たな市民サービスの提供

に振り向けてまいります。 

７ 行政職員がハブとなって、市民、企

業、大学、国を巻き込んで活動する

ことが、仙台市DX推進計画の成功

の鍵である。 

本計画の実現に向けては、国や市民・

事業者・学術機関等それぞれが保有

する情報やデータを共に活用するな

どし、さまざまな主体と連携して取

り組んでまいります。 
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No 意見の概要 本市の考え方 

８ 他の政令指定都市をベンチマーク

としながら、計画を前倒しし、スピ

ード感をもって計画を実行すべ

き。 

その際、DXの取組みについて、取り

組み内容並びにスケジュールを明

らかにし、適宜、議事録、進捗を公

表して市民への発信をお願いした

い。 

DXの推進については、掲載のロード

マップを基本とし、他都市の事例等

も参考にしながら、可能なものにつ

いては計画を前倒しして取組を進め

てまいります。 

また、その進捗状況については分か

りやすい形で公表してまいります。 

 

 

（２）個別の取組に関する意見 

No 意見の概要 本市の考え方 

９ 市役所のサービスのデジタル化に

は賛成する。デジタル化によって

時間などに縛られず待たされない

市役所になることが期待される。 

面談にもオンラインを活用すると

いい。他の役所では、子育てや介護

などの事情に合わせて面談を行っ

ているところもある。 

本計画においては、窓口での書類作

成自動化、オンライン手続、オンライ

ン面談等のさらなる拡充により、窓

口での待ち時間を短縮したり、来庁

不要にしたりするなど、一層の市民

負担の軽減を図ってまいります。 

10 郵便物を減らしたり、広報紙など

もWeb閲覧に切り替えたりするな

ど、市役所が先だって紙の削減を

行って欲しい。 

デジタルに不慣れな市民もいらっし

ゃいますので、一律に全ての書面を

デジタル化することは難しいものと

認識しております。 

本計画においては、市役所の業務に

用いる紙について、その購入量を

50％削減することを目標として掲げ

るなど、紙を前提としない業務への

移行を進めてまいります。 

11 デジタル化により手の空いた職員

を、福祉サービスの向上に振り向

けることも大事だと思う。 

本計画においては、「ひと」と市役所

の「かかわり」を変革するDXを掲げて

おります。 

デジタル技術を活用した業務の効率

化・集約化により生み出した人的・物

的な資源を、新たな市民サービスの

提供に振り向けてまいります。 
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No 意見の概要 本市の考え方 

12 マイナンバーやマイナンバーカー

ド、パーソナルデータを徹底的に

活用すべき。 

本計画においては、法令順守や十分

なセキュリティ対策を前提としたう

えで、証明書のコンビニ交付やオン

ライン手続における本人確認、区役

所窓口における窓口での書類作成自

動化など、マイナンバーやマイナン

バーカード、パーソナルデータを活

用した取組を拡充することとしてお

ります。 

こうした取組により、一人ひとり「近

く」寄り添ったサービスを提供し、そ

の利便性を実感いただけるよう努め

てまいります。 

13 パーソナルデータ活用の意義や変

革意識について、市民や企業に周

知・説明すべき。 

14 行政におけるDXの推進を支持する

が、その一方で、特に障害者、高齢

者、経済的弱者から見た懸念点を

提起したい。 

 インターネットにアクセスで

きない市民はデジタル化され

たサービスを利用できない可

能性がある。デジタルサービス

を利用するためには、市民自身

がデジタルデバイスを所有し

インターネットに接続する必

要が生じるが、これには個人の

費用負担が伴う。 

 デジタルに不慣れな市民には、

デジタルサービスへの適応に

時間と労力が必要になる。 

DXの成功には有効な弱者対策

が重要である。 

デジタルサービスを利用できない市

民に対しては、手続等をオンライン

に限定せず、窓口での手続きや出張

型サービスの提供などの取組を進め

ます。 

また、デジタルに不慣れな市民に対

しても、デジタル活用についての助

言・相談の実施や各種スマートフォ

ン教室の開催等、市民のデジタル活

用支援に向けた取組に努めてまいり

ます。 

15 DXのメリットを最大化するには、

より多くの市民がデジタルデバイ

スを使って行政サービスを利用し

ようとする意識醸成が重要であ

る。 

本計画においては、デジタル技術を

活用した窓口サービスの充実とオン

ライン手続の拡充の取組を進め、 

デジタルになじみの薄い市民でも、

簡単に手続等を行えるよう、継続的

に分かりやすさや利便性の向上を図

ることとしております。 

より分かりやすく使いやすいサービ

スを提供することで、多くの市民に

デジタルサービスをご利用いただけ

るよう努めてまいります。 
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No 意見の概要 本市の考え方 

16 組織横断型のDX推進体制（仙台市

版デジタル庁）をつくって、全職員

（特に幹部職員）に『変革』意識を

教育し、行動変革を促し、課題を共

有して継続的に活動すべき。 

また、そのスケジュールを明示し、

都度情報発信をすべき。 

本市では、DXの推進に関して、市長を

トップとし副市長・各局区長で構成

する本部体制を設け組織横断的に議

論を行い取組を進めております。 

また現在、庁内のデジタル実装支援

にあたる部署や区役所窓口のデジタ

ル化を担当する職員の配置など体制

を強化しながら、DX推進に取り組ん

でいるところです。 

本計画においては、適切な目標設定

を検討し、DX推進に係る研修体系を

見直して職員の育成を図ることに加

え、必要な人材を確保していくこと

としております。 

 

 

（３）その他の意見 

No 意見の概要 本市の考え方 

17 市民参加により検討・デザインし、

まちのDX推進計画を策定すべき。 

本計画は、「ひと」を中心に据えなが

ら暮らしやすさの実現と新たな価値

の創出につなげるDXを「Full Digital

の市役所」と表し、これを目指すべき

将来像として掲げ、市民と市役所と

のかかわりを変革していくため、行

政が行うべき取組に焦点を当てたも

のとしております。 

「（仮称）デジタル改善目安箱」等に

より市民のご意見を取り入れなが

ら、取組を進めてまいります。 

18 マイナンバーカードやシステム標

準化など、課題については国に対

して積極的に改善提案や法改正の

働きかけを行うべき。 

また、国家戦略特区を有効に活用

すべき。 

これまでも、国に対してはマイナン

バー制度をはじめデジタル化に向け

た環境整備や支援を求めてきたとこ

ろであり、今後も、さらなるDXの推進

に向け働き掛けを行ってまいりま

す。 

また、本市における様々な取組を進

める中で、必要に応じて、国家戦略特

区等の枠組みを有効に活用してまい

ります。 
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No 意見の概要 本市の考え方 

19 マイナンバーカードの健康保険証

利用の利便性について積極的に広

報してほしい。 

現在、国及び本市においてマイナン

バーカードの健康保険証利用につい

て広報を行っております。 

引き続き、利便性や安全性について

丁寧な説明に努めてまいります。 

20 健康・医療・介護・ゲノム・創薬分

野のDXに取り組むべき。 

本計画の実施にあたっては、国や市

民・事業者・学術機関等、さまざまな

主体と連携しながら、デジタル技術

の活用によるサービスの変革を目指

して取り組んでまいります。 

21 市民センター利用サイトが以下の

点で使いにくい。 

 頻繁に「市民センター利用案

内」のページに遷移する。 

 利用者定員が分からない。 

 他の市民センターと比較する

ためイベント開催中の市民セ

ンターを検索できるようにし

てほしい。 

 以前あったように市民センタ

ーの情報を冊子にまとめてほ

しい。 

仙台市市民センターホームページに

関しまして、以下の通りご案内いた

します。 

 イベント等の利用定員は、各講座

やイベントの「講座詳細情報」よ

りご覧いただけます。 

 貸室の定員等施設の利用情報に

ついては、指定管理者のサイトで

ある「市民センター利用案内」よ

りご確認いただけます。 

 各市民センターのイベント開催

情報については、「講座情報」の

「講座カレンダー」や「講座を探

す」の機能より検索いただけま

す。 

 

なお、市民が利用する各種システム

やサービスについては、いただいた

ご意見も参考としながら、より簡単

に、より便利に利用できるものとな

るよう努めてまいります。 

22 期日前投票について、住民票のあ

る区以外の区役所でも投票できる

ようにしてほしい。 

１つの区役所で他の４区の期日前投

票を取り扱うためには、各区役所に

５つの期日前投票所を設ける必要が

あります。ご提案いただいた内容を

実施することは、各区役所における

スペース確保などの課題があるため

難しい状況です。 

いただいたご意見も参考としなが

ら、手続等における市民負担の軽減

を目指して取り組んでまいります。 
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No 意見の概要 本市の考え方 

23 人手不足の対策として鉄道会社や

デパートが実施しているように、

清掃や案内にロボットを活用して

はどうか。 

生産年齢人口が減少し労働力が不足

していく中でも、安定的な行政運営

を維持していくためには、デジタル

技術を活用した業務の効率化が不可

欠と認識しております。新たな技術

を積極的に取り入れ、限られたリソ

ースを効果的・効率的に活用してま

いります。 

 


